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あ
す
か

で
ら
な
ん
ぼ
う

奈
良
・飛
鳥
寺
南
方
遺
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
飛
鳥

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
人
四
年

（昭
５９
）
七
月

一
一　
一
九
九
二
年

（平
４
）

一
二
月

〓
一　
一
九
九
三
年
二
月
１
三
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
富
跡
発
掘
調
査
部

調
査
担
当
者
　
一　
代
表
　
狩
野
　
久
、
二

・
三
　
代
表
　
牛
川
喜
幸

遺
跡
の
種
類
　
官
衛
遺
跡
か

遺
跡
の
年
代
　
一　

七
世
紀
―
中
世
、
三

二
二
　
七
世
紀
―

一
〇
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

飛
鳥
寺
南
方
遺
跡
は
、
北
を

飛
鳥
寺
の
寺
域
南
限
、
南
を
伝

承
飛
鳥
板
蓋
宮
の
北
限
、
東
を

酒
船
石
の
あ
る
丘
陵
、
西
を
飛

鳥
川
に
よ
っ
て
画
さ
れ
た
平
坦

部
に
所
在
す
る
、
七
世
紀
の
遺

構
群
の
仮
称
で
あ
る
。

一
の
調
査
は
、
農
業
用
倉
庫

新
築
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ
る
。

(吉野山)



飛
鳥
寺
瓦
窯
の
南
約
九
〇
ｍ
の
地
点
に
、
東
西
三
ｍ
南
北
入
ｍ
の
調
査
区
を
設

定
し
、
七
世
紀
中
頃
以
後
の
礫
敷
、
藤
原
宮
期
以
後
の
南
北
素
掘
り
溝

・
土
坑
、

中
世
以
後
の
東
西
溝
な
ど
を
検
出
し
た
。
木
簡
は

一
点
で
、
礫
敷
下
層
に
あ
る

自
然
流
路
の
埋
土

（暗
灰
色
粘
土
）
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
は
七
世
紀
前

半
か
ら
中
頃
ま
で
の
土
器

・
銅
鉱
津

・
瓦
片

。
木
片
な
ど
で
あ
る
。

二

。
三
の
調
査
は
、
広
域
下
水
道
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ
る
。
調
査
地

は
飛
鳥
寺
瓦
窯
の
南
約

一
五
〇
ｍ
の
地
点
で
、
発
掘
総
面
積
は
二
四
五
ポ
。
検

出
し
た
主
な
遺
構
は
、
Ａ
期

（七
世
紀
中
ｔ
後
半
頃
）
の
石
組
暗
渠
Ｓ
Ｘ

一
〇
、

Ｂ
期

（七
世
紀
末
―
八
世
紀
初
頭
頃
）
の
石
組
溝
Ｓ
Ｄ
二
〇
、
木
樋
Ｓ
Ｘ
二

一
・

三
三
、
石
組
溝
Ｓ
Ｄ
三
二
、
木
樋
抜
取
溝
Ｓ
Ｄ
二
四
、
石
列
Ｓ
Ｘ
二
五
、
石
敷

Ｓ
Ｘ
二
六
、
Ｃ
期

（九
世
紀
初
ｔ
一
〇
世
紀
初
頃
）
の
石
敷
領
道
Ｓ
Ｆ

一
五
、
石

組
溝
Ｓ
Ｄ

一
七
、
石
敷
Ｓ
Ｘ

一
六
な
ど
で
あ
る
。

木
簡
は
Ｂ
期
の
石
組
溝
Ｓ
Ｄ
二
〇
か
ら
出
土
し
た
。
内
訳
は
、
二
の
調
査
で

四
点
、
三
の
調
査
で

一
六
点

で
つ
ち
削
暦
一
五
点
）
で
あ
る
。
こ
の
溝
は
北
へ
流

れ
る
基
幹
排
水
路
で
、
Ａ
期
の
石
組
暗
渠
を
覆
う
整
地
土
の
上
に
堆
積
し
た
土

砂
上
面
か
ら
掘
り
込
む
。
幅
約
四
ｍ
溝
底
幅

一
・
七
―
二
ｍ
深
さ
最
大
○

・

八
ｍ
。
両
岸
の
側
石
は
、
長
さ

一
・
一
ｔ
Ｏ

。
六
ｍ
ほ
ど
の
大
型
の
花
商
岩
が

一
段
、
ま
た
は

一
抱
え
大
か
ら
人
頭
大
の
玉
石
が
二
、
三
段
残
る
。
共
伴
遺
物

は
土
器

。
瓦

・
埴
輪

。
土
製
品

・
砥
石

。
砂
岩
切
石
な
ど
。
土
器
の
大
半
は
七

世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
ま
で
の
も
の
で
、
Ｓ
Ｄ
二
〇
が
そ
の
頃
の
時
期
を
中

心
と
す
る
こ
と
を
示
す
が
、　
一
〇
世
紀
ま
で
存
続
し
た
。

な
お
、
明
日
香
村
教
育
委
員
会
が
調
査
し
た
酒
船
石
遺
跡
の
石
組
溝
Ｓ
Ｄ

一

〇
は
Ｓ
Ｄ
二
〇
の
上
流
に
あ
た
り
、
こ
こ
か
ら
も
七
世
紀
後
半
か
ら
人
世
紀
初

頭
頃
ま
で
の
木
簡
が
四
〇
〇
点
以
上
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
二
〇
二
一五
号
）。

第1・ 3次

調査区

飛鳥寺南方遺跡遺構図 1:300



2003年出上の木簡

木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
飛
鳥
寺
南
方
の
調
査

〔杉
力
〕

⑪

　

「
＜
□
□
□

下
端
折
れ
。
全
般
的
に
腐
食
し
て
お
り
、
墨
痕
の
残
り
は
極
め
て
悪
い
。
赤

外
線
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
と
こ
ろ
、
第

一
文
字
目
の
木
偏
は
ほ
ぼ
確
実

で
、
寿
は

「
ス
」
が
か
す
か
に
み
え
る
。
「杉
」
の
異
体
字

「玖
」
で
あ
ろ
う
。

一
一　
飛
鳥
寺
南
方
遺
跡
第

一
次
調
査

〔怠
力
〕

い
　
。

□
飯
前
日
回
白

。
　

　

　

　

　

□

□

□

□

日

□

　

七

日

□

　

　

　

　

　

　

　

（
岸
Ｓ

Ｘ

こ

益

ｏ
驚

②
　
。
□
□
□
□
口
□
口
□
□
子
□
而
□
□
□
□
□

〔三
月
ヵ
〕

・
　

　

　

　

　

口
□
　
　
□
□
　
　
同
十‐
回ｏ
∞
ｅ

×
含

じ

×
Ю
　
ｏ
∞
Ｐ

ω
は
四
周
い
ず
れ
も
原
形
を
と
ど
め
な
い
。
下
端
は
切
断
。
墨
痕
は
極
め
て

薄
い
。
古
拙
な
書
体
で
釈
読
は
難
し
い
。
②
は
四
周
い
ず
れ
も
原
形
を
と
ど
め

な
い
。
表
裏
と
も
に
文
字
の
ほ
ぼ
中
央
で
ま
っ
す
ぐ
に
割
れ
て
お
り
、
左
辺

・

右
辺
と
も
廃
棄
時
の
割
裁
か
。
裏
面
は
表
面
よ
り
や
や
大
振
り
な
字
で
あ
る
。

（
Ｐ
や
Ｏ
）
×
や
∞
×
∞
　
〇
∞
ｏ

(1)三

飛
鳥
寺
南
方
遺
跡
第
三
次
調
査

・　
　
　
　
　
　
　
　
『口
□
□
』

日
□
生
出
子
月

含

『
ｅ

×

含

９

×

］

ｏ
曽

Ｏ
Φ
四

詞
日
日
日
日
日
日
日
日
日
□
ロ
ヒ

。

弓

！

□
□
　
□

□
□
□

〔人

マ
カ
〕

□
□

ω
は
下
端
の
み
削
り
面
を
残
し
、
他
は
欠
損
。
文
字
の
よ
り
丁
寧
な

「口
国

生
出
子
月
」
が
当
初
書
か
れ
た
文
字
と
考
え
た
。
別
筆
部
分
は
天
地
逆
で
あ
る
。

裏
面
左
行
の
上
三
か
ら
五
文
字
目
ま
で
は
同
じ
字
で
、
「引
」
の
よ
う
な
字
で

あ
る
。
そ
の
上
の
二
文
字
も
同
じ
字
か
。
②
に
は
同

一
簡
の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
削
婿
が
他
に
六
点
存
在
す
る
が
、
接
続
し
な
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』

一
五

（
一
九

八
五
年
）

同

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
一
（
一
九
九
三
年
）

同

『飛
鳥
寺
南
方
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
盆
九
九
五
年
）

奈
良
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
八

（二
〇
〇
四
年
）

（市
　
大
樹
）




